






1.はじめに 

 札幌市では,昭和 56 年 4 月から乳幼児の採尿ろ紙による神経芽細胞腫マス・スクリーニ

ングを開始した。 

 スクリーニングは,尿中バニールマンデル酸(VMA)の定性,ホモバニリン酸(HVA)の薄層ク

ロマトグラフィー(TLC)による定量に加え,高速液体クロマトグラフィー(HPLC)による定量

を行い,クレアチニン比から VMA,HVA の増量を判定している。 

 この方法により,昭和 58 年 1 月末までに,22,852例のスクリーニングを行い,3例の神経

芽細胞腫患児を発見し,治療を行った。 

 今回は,これまでのスクリー二ング方法と結果について述べ,あわせて HPLC によるスク

リーニング法について若干の知見を得たので報告する。 


